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駅
か
ら
歩
け
る
棚
田

特
集

長
野
県
千
曲
市

姨
捨
棚
田

善
光
寺
平
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
走
る
、

J
R
篠
ノ
井
線
。
姨
捨
駅
に
近
づ
く
と

ほ
ど
な
く
眼
下
に
棚
田
が
広
が
り
ま

す
。
こ
の
美
し
い
景
観
は
日
本
三
大
車

窓
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

月
夜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
田
ん
ぼ
に
月

が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
か
ら
「
田た

毎ご
と

の
月
」
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約

2
0
0
0
枚
の
棚
田
が
あ
り
ま
す
。

一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
絶
景
の
棚
田

で
す
。

アクセス

2

全
国
に
数
多
く
あ
る
棚
田
の
中
で
、
車
無
し
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
棚
田
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中
に

は
駅
か
ら
徒
歩
で
行
け
る
ア
ク
セ
ス
抜
群
の
棚
田
も
あ
り

ま
す
！ 

今
回
は
そ
ん
な
棚
田
を
特
集
し
ま
し
た
。

上：姨捨棚田から善光寺平を眺める／下左：棚田と駅は目と鼻の先／下右：風情のある姨捨駅舎。
ある新聞社のアンケートで「足を延ばして訪れて見たい駅」の全国第2位に選ばれたこともある。

眼下に棚田が広がる（姨捨駅ホームより撮影）

JR 篠ノ井線姨捨
駅を出て左方向
へ、踏切を渡っ
て下ります。 約
20 分 で 棚 田 に
到着です。
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山
形
県
鶴
岡
市

暮
坪
の
棚
田

羽
越
本
線
の
あ
つ
み
温
泉
駅
か
ら

国
道
7
号
を
海
岸
沿
い
に
30
分
程

歩
く
と
日
本
海
と
夕
日
が
見
え
る

「
暮
坪
の
棚
田
」
に
着
き
ま
す
。

南
端
に
粟
島
を
望
み
、
晴
れ
た
日

に
は
、
そ
の
先
に
大
佐
渡
の
島
影

も
見
え
る
絶
景
の
棚
田
で
す
。

アクセス

群
馬
県
み
な
か
み
町

さ
な
ざ
わ
棚
田

上
越
新
幹
線
の
上
毛
高
原
駅
下
車

２
・
３
㌔
、
歩
い
て
30
分
弱
の
距
離

で
タ
ク
シ
ー
だ
と
5
分
く
ら
い
。

さ
な
ざ
わ
の
森
に
広
が
る
曲
線
の

美
し
い
棚
田
は
、
首
都
圏
か
ら
近

い
こ
と
も
あ
り
オ
ー
ナ
ー
制
が
人

気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

アクセス

埼
玉
県
横
瀬
町

寺
坂
棚
田

西
武
鉄
道
の
横
瀬
駅
下
車
、
駅
か

ら
１
・
３
㌔
、
徒
歩
で
15
分
。
棚
田

は
緩
や
か
な
傾
斜
で
約
３
０
０
枚

と
か
な
り
の
規
模
で
す
。
秩
父
盆

地
を
見
下
ろ
す
景
観
は
見
事
。
都

心
か
ら
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
に
人
気
の
棚
田
で
す
。

アクセス

京
都
府
福
知
山
市
大
江
町

毛
原
の
棚
田

JR
福
知
山
駅
か
ら
、
若
狭
湾
、
丹

後
半
島
へ
つ
な
が
る
北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
「
大
江
山
口
内
宮
駅
」
か
ら

25
分
ほ
ど
歩
く
と
「
毛
原
の
棚
田
」

が
あ
り
ま
す
。
約
6
0
0
枚
の
田

ん
ぼ
が
大
江
山
の
麓
に
広
が
っ
て
い

る
様
は
、
ま
さ
に
壮
観
。

アクセス
京都駅から JR 山陰本線で福知山
駅までは約 2 時間。北近畿タンゴ
鉄道で大江山口内宮駅までは約 30
分。一日 10 本程度の電車がある。

新潟駅からあつみ温泉までは、特
急いなばで 1 時間 30 分。秋田駅
からは同じく特急いなばで 2 時間。

上毛高原駅から県道 272 号線に
入りゆるい坂道を上って行く。

横瀬駅から徒歩 15 分。

特集

駅から歩ける棚田



特集

駅から歩ける棚田

姨
捨
駅

姨捨棚田

至
長
野

JR篠ノ井線

至
松
本

案内板

休憩所

上毛高原駅

真沢棚田
上
越
新
幹
線

上
越
新
幹
線

至東京

至新潟

272

291

横瀬駅

至秩父 町立図書館

横瀬小

町役場

西
武
秩
父
線

寺坂棚田

誕生寺駅

誕生寺池
宝物館

至津山
津
山
線

岡
山
街
道

376

北庄棚田

53

至岡山至岡山

岩屋神社

棚田交流館

竹の棚田
J
R
日
田
彦
山
線
筑前岩屋駅

至彦山

至大行司

52
野良口駅

一勝地駅 JR肥薩線

松谷棚田

鬼の口棚田

球磨中

球磨町役場

219
至那良口

至球泉洞

大江山口
内宮駅

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

宮
福
線

至辛皮

至二俣

9

9

毛原の棚田
JR久大線

杉河内駅

玖珠町
玖珠川

至北山田

至天ヶ瀬

704

山浦早水の棚田

羽
越
本
線

暮坪の棚田

あつみ温泉駅

至五十川

至小岩川

日本海
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岡
山
県
久
米
南
町

北
庄
の
棚
田

熊
本
県
球
磨
村
・
中
屋
集
落

鬼
の
口
の
棚
田

大
分
県
玖
珠
町
山
浦
早
水

山
浦
早
水
の
棚
田

福
岡
県
東
峰
村
竹
（
合
併
前
は
宝
珠
山
村
）

竹
の
棚
田

岡
山
駅
か
ら
津
山
市
へ
向
か
う
津

山
線
・
誕
生
寺
駅
か
ら
誕
生
寺

川
沿
い
を
30
分
程
歩
く
と
「
北
庄

の
棚
田
」
に
着
き
ま
す
。
88
㌶
、

2
7
0
0
枚
の
棚
田
が
あ
る
と
さ

れ
、
百
選
の
棚
田
の
中
で
も
最
大

規
模
を
誇
り
ま
す
。

80
枚
の
、
石
積
み
の
棚
田
。「
Ｊ
Ａ

く
ま
」
で
は
今
年
、
鬼
の
口
棚
田

で
田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
を
企
画
・

実
施
し
ま
し
た
。
同
じ
村
内
に
も

う
一
つ
、百
選
の
松
谷
棚
田
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
棚
田
保
存
会
が
あ
っ

て
、
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

盆
地
の
中
央
部
に
集
落
が
あ
り
、
集

落
を
囲
む
よ
う
に
1
2
0
枚
の
棚
田

が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は「
山

浦
早
水
棚
田
の
里
づ
く
り
実
行
委
員

会
」
を
組
織
し
、
農
家
・
非
農
家
を

問
わ
ず
集
落
ぐ
る
み
で
棚
田
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

約
4
0
0
枚
の
石
積
み
の
棚
田
。

歴
史
は
古
く
、
室
町
時
代
に
さ
か

の
ぼ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
地
域

に
竹
地
区
棚
田
景
観
保
全
委
員
会

が
あ
り
、
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
も
得

て
積
極
的
に
棚
田
の
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

アクセス

アクセス

アクセス

アクセス

岡山駅から津山線・誕生寺までは、
2 時間 12 分。誕生寺駅から徒歩
30 分。

ＪＲ肥薩線「一勝地駅」から、球
磨川の支流芋川沿いに県道 15 号
を南へ２キロほど、徒歩 25 分（列
車は１日 10 本以上あり）。

JR 久大線「杉河内駅」から東に
１キロ程度、徒歩 15 分。一日 10
本程度の電車がある。

ＪＲ日田彦山線「筑前岩屋駅」か
ら県 道 52 号を北 へ 徒 歩 15 分。
県道沿いに拡がる棚田。列車は一
日 10 本程度。





　
〝
薩
摩
は
黄
金
の
花
ぞ
咲
く
〟
と
唄

わ
れ
た
永
野
金
山
。
江
戸
時
代
、
西
暦

1
6
0
0
年
の
「
関
が
原
の
戦
い
」
か

ら
40
年
後
、
島
津
藩
が
財
政
難
で
窮
乏

し
て
い
た
時
代
に
、
家
老
の
島
津
久
通

が
江
戸
ま
で
の
参
勤
交
代
の
道
中
で
出

雲
の
国
（
島
根
県
）
石
見
銀
山
か
ら
金

探
索
の
専
門
家（
山
師
）を
招
き
発
見
さ

れ
、
島
津
藩
の
ド
ル
箱
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
金
山
地
域
に
点
在
す
る
3
0
0
年

余
の
歴
史
を
刻
ん
だ
棚
田
が
、
私
た
ち

さ
つ
ま
町
永
野
区
寺
元
地
区
の
、
山
林

地
帯
・
荒
田
川
の
清
流
沿
い
に
連
な
る
、

約
3
0
0
枚
の
石
積
み
の
田
圃
で
す
。

　

農
家
の
高
齢
化
と
転
出
者
で
耕
作
放

棄
地
が
多
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
金

山
棚
田
が
消
滅
す
る
の
で
は
と
の
危
機

感
が
高
ま
り
、
耕
地
を
守
る
た
め
集
落

有
志
18
名
で
2
0
0
6
年
に
寺
元
棚
田

保
存
会
を
立
ち
上
げ
、
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
休
耕
田
の
藪
払
い
か
ら
開
始
。

作
付
け
準
備
を
す
る
中
で
会
員
か
ら
「
都

市
部
か
ら
お
客
を
呼
ん
で
農
作
業
体
験

農
場
を
始
め
よ
う
」
と
の
意
見
が
あ
り
、

す
ぐ
新
聞
広
告
で
の
募
集
を
行
い
８
家

族
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
全

て
が
手
探
り
で
の
状
態
で
、
迎
え
る
側

の
農
家
も
す
べ
て
が
初
体
験
で
し
た
。

　

今
年
で
６
年
目
、
都
市
部
か
ら
の
体

験
オ
ー
ナ
ー
も
増
え
て
、
耕
作
地
も
３

度
移
動
し
、
周
り
の
耕
作
放
棄
地
を
甦

ら
せ
な
が
ら
、
昔
の
状
況
に
戻
つ
て
き

ま
し
た
。
全
員
が
仕
事
の
傍
ら
の
農
業

な
の
で
、
週
１
回
夕
方
に
集
合
し
て
の

作
業
を
繰
り
返
し
行
い
整
備
が
広
が
り
、

耕
作
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
の
理
解
と
協
力
の
賜
物
と
感
謝
す

る
ば
か
り
で
す
。

　

金
山
発
見
当
時
、
余
り
に
も
産
出
量

が
多
く（
佐
渡
金
山
を
上
回
る
産
金
量
）、

徳
川
幕
府
の
採
掘
許
可
が
出
て
３
年
余

り
で
中
止
命
令
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
は

こ
の
年
、
全
国
的
に
広
が
つ
た
飢
饉
の

た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
幕

府
が
薩
摩
藩
増
強
へ
の
妬
み
か
ら
13
年

間
の
採
掘
中
止
。
当
時
5
0
0
0
人
ほ

ど
の
坑
夫
達
は
退
去
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

薩
摩
藩
を
支
え
た
金
鉱
山
・

坑
夫
の
命
を
つ
な
い
だ
開
拓
田

川内川の支流・荒田川にそって長く広がる棚田

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
永
野

6



こ
の
と
き
、
熟
練
坑
夫
80
名
ほ
ど
が
こ

の
地
に
住
み
着
き
、
再
開
を
待
ち
な
が

ら
樟
脳
生
産
で
生
計
を
立
て
、
そ
の
傍

ら
山
林
を
切
り
開
い
て
石
積
み
の
棚
田

を
開
墾
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
金
山
川

の
支
流
に
点
在
す
る
風
光
明
媚
な
癒
し

の
里
で
す
。

　

明
治
の
初
期
は
1
0
0
戸
ほ
ど
あ
っ

た
集
落
も
現
在
は
28
戸
に
減
少
し
て
、

農
家
も
10
戸（
兼
業
）。
高
齢
化
す
る
な

か
耕
作
地
の
維
持
管
理
の
困
難
に
直
面

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
取
り
組
み

次
第
で
は
存
続
も
可
能
と
、
プ
ラ
ス
思

考
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

幸
い
に
棚
田
周
辺
に
は
自
然
が
い
っ

ぱ
い
。
荒
田
川
沿
い
に
梅（
南
高
梅
）・

栗
・
金
柑
・
柿
な
ど
も
栽
培
さ
れ
、
棚

田
交
流
の
成
果
に
よ
り
道
路
も
整
備
さ

れ
、
朝
夕
は
散
策
路
と
し
て
高
齢
者
の

歩
く
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
棚

田
周
辺
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
り
、

３
年
前
か
ら
永
野
区
主
催
の〈
黄
金
の
里

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
〉
の
コ
ー
ス
の
一
部

と
し
て
、
昨
年
は
7
5
0
名
の
参
加
者

を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
先
人
達

が
苦
労
し
て
開
拓
し
た
宝
物
で
あ
る
こ

の
歴
史
あ
る
棚
田
を
、
な
ん
と
か
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

寺
元
棚
田
保
存
会 

会
長
　
黒
田 

敏
隆

■ 寺元の棚田へのアクセス
【公共交通】�ＪＲ肥薩線大隅横川駅下車。バスの

便が少ないので、タクシー利用がお
勧め。約20分

【自�動�車】���九州自動車道横川ＩＣを降りて県道50
号線を西へ約20分

■ お問い合わせ
さつま町役場農政課
Tel.0996-53-1111（担当：今村）

左：金山跡の胡麻目坑道／中：ウオーキングコースの途中にある「田の女神」との握手ポイント。
　地元のおかあさんが田の神様に扮し、大人気でした／右：バインダーで稲刈り。真剣な表情です

左：田植え後の集合写真／右：外国人も参加。今はベテランオーナーです
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立
ち
会
い
ま
し
た
。
腹
と
頭
か
ら
古
い

衣
装
が
す
る
り
と
抜
け
、
ゆ
っ
く
り
と

８
本
の
脚
が
抜
か
れ
る
様
は
、
エ
ビ
が

体
を
深
く
「
く
の
字
」
に
し
て
い
る
よ

う
な
姿
で
し
た
。
一
皮
脱
い
だ
メ
ス
の

そ
ば
に
、
居
候
し
て
い
る
小
さ
な
旦
那

さ
ん
が
目
に

入
り
、
果
た

し
て
彼
は
無

事
嫁
さ
ん
と

契
り
を
交
わ

す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ

う
か
と
、
心

配
に
な
り
ま

し
た
。
カ

マ
キ
リ
と
同

様
、
命
が
け
の
結
婚
で
す
。
嫁
さ
ん
が

食
事
中
に
こ
っ
そ
り
交
接
し
な
い
と
食

べ
ら
れ
て
し
ま
う
運
命
。

　

ク
モ
の
種
類
と
多
さ
も
里
山
の
豊
か

さ
の
証
明
。
無
事
次
の
世
代
に
命
を
つ

な
げ
る
よ
う
身
近
な
隣
人
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
自
然
観
察
指
導
員　

桐
原
真
希
）

第
28
回
ジョロウ
グモ

　

漢
字
で
書
く
と
女
郎
蜘
蛛
。
妖
艶
な

名
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
上
じ
ょ
う

臈ろ
う

と
い
う

身
分
の
高
い
高
貴
な
女
性
が
由
来
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。網
を
観
察
す
る
と
、

高
度
な
技
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
三
重
構

造
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ト
ン

ボ
や
セ
ミ
な

ど
の
大
型
昆

虫
が
１
枚
目

の
網
を
突
き

抜
け
て
も
、

２
枚
目
、
３

枚
目
で
確
実

に
捕
獲
さ
れ

る
進
化
し
た

メ
ッ
シ
ュ
で

す
。
９
〜
10

月
に
成
虫
に
な
り
、
そ
の
目
立
つ
姿
で

秋
の
虫
た
ち
を
待
ち
構
え
ま
す
。
も
と

も
と
南
方
系
の
生
き
物
で
、
北
海
道
を

除
く
日
本
列
島
に
広
く
分
布
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昨
今
の
平
均
気
温
の
変

化
で
、
静
岡
で
は
２
月
ま
で
生
き
延
び

た
と
い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
。

　

以
前
私
は
ジ
ョ
ロ
ウ
グ
モ
の
脱
皮
に

撮影：桐原佳介
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岐
阜
県
中
津
川
市
は
、
県
の
南
東
端
、

長
野
県
に
接
し
、
中
山
道
の
宿
場
町
か

ら
発
展
し
た
都
市
。
現
在
は
電
気
機
器
、

製
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
の
工

業
が
盛
ん
で
あ
る
。
落
合
は
、
中
津
川

宿
と
島
崎
藤
村
の
生
地
と
し
て
知
ら
れ

る
馬
篭
宿
の
間
に
あ
る
中
山
道
の
宿
場

町
、
昭
和
の
大
合
併
ま
で
落
合
村
と
し

て
独
立
し
た
行
政
単
位
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
落
合
に
つ
い
て
は
、
教
え
子
で

あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
支
局
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
村
上
裕
康
君
に
景
観
の
優
れ
た
棚

田
の
あ
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い

た
。
地
形
図
を
広
げ
調
べ
て
み
る
と
、

落
合
宿
は
盆
地
の
な
か
に
あ
り
、
こ
れ

を
囲
む
よ
う
に
、
木
曽
川
に
注
ぐ
落
合

川
を
挟
み
、
右
岸
に
山
中
・
大
久
手
・

清
水
平
、
左
岸
に
山
の
田
・
三
五
沢
・

与
坂
な
ど
の
集
落
が
連
な
る
。
こ
れ
ら

が
か
つ
て
の
落
合
村
の
領
域
で
、
盆
地

を
囲
む
集
落
の
斜
面
は
一
面
棚
田
で
埋

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

9

中
山
道
落
合
宿
を
囲
む
棚
田
　
　

岐
阜
県
中
津
川
市
落
合

�中
なかしま

島�峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。棚田学会会
長。 全国棚田 ( 千枚田 ) 連絡協議会理
事、棚田サミット開催地選定委員会委員
長。1933 年宮崎県生まれ。早稲田大
学教育学部地歴科卒。2004 年まで早
稲田大学教育学部教授。著書に『日本
の棚田—保全への取組み』『百選の棚
田を歩く』『続・百選の棚田を歩く』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

落
合
宿
と
馬
籠
宿
の
間
、

山
中
・
大
久
手
を
訪
ね
る

　

2
0
1
0
年
6
月
下
旬
、
こ
れ
ら
集
落

の
一
つ
落
合
宿
と
馬
籠
宿
の
中
間
に
あ
る

大
久
手
を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
名
古
屋

駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
の
電
車
に
乗
り
中

津
川
駅
で
下
車
。
駅
前
か
ら
北
恵
那
交
通

の
馬
籠
行
き
の
バ
ス
が
あ
る
。
1
日
14
往

復
の
う
ち
13
便
が
中
切
経
由
、
1
便
の

み
が
大
久
手
経
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

切
経
由
の
バ
ス
に
乗
っ
て
も
、
途
中
の
落

合
で
下
車
、
沖
田
の
交
差
点
を
右
折
し
て

3
0
0
㍍
ほ
ど
進
み
左
折
、
落
合
川
に
架

か
る
夜
明
け
大
橋
を
渡
れ
ば
山
中
・
大
久

手
の
集
落
で
あ
る
。
集
落
は
、
鷹
巣
山（
凡

天
山
）
の
山
麓
、
馬
籠
へ
向
か
う
道
に
沿

い
標
高
3
1
0
㍍
か
ら
5
0
0
㍍
の
斜
面

に
民
家
と
耕
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

　

棚
田
は
、
落
合
川
左
岸
の
山
の
田
・
三
五

沢
な
ど
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
標
高
4
2
0

㍍
以
下
の
斜
面
に
み
ら
れ
る
。
落
合
川
の

対
岸
か
ら
見
え
る
棚
田
は
2
本
の
農
道
が

垂
直
に
立
ち
上
が
り
、
3
列
に
分
か
れ
2

列
が
20
段
ほ
ど
、
1
列
が
10
段
前
後
、
石

積
み
の
高
さ
は
1
・
5
～
2
・
0
㍍
、
一
枚

の
広
さ
は
3
～
4
㌃
、
整
然
と
し
た
感
じ

が
す
る
。
落
合
川
を
渡
り
、集
落
へ
向
か
っ

て
坂
を
上
り
は
じ
め
る
と
、
や
が
て
中
心

部
の
棚
田
が
見
え
て
く
る
。
明
沢
川
に
面

す
る
傾
斜
6
分
の
1
、
標
高
3
3
0
～

4
0
0
㍍
の
斜
面
に
集
落
を
横
断
す
る
道

路
を
挟
み
上
下
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
上

下
そ
れ
ぞ
れ
に
10
段
前
後
の
棚
田
が
あ
り
、

直
線
に
近
い
農
道
で
5
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
画
さ
れ
、
計
画
的
に
拓
か
れ
た
こ
と
を

窺
わ
せ
る
。
直
線
の
法
面
は
基
部
が
石
積
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み
、
そ
の
上
に
土
坡
が
の
っ
か
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
。
形
状
は
長
方
形
、
各
圃
場

の
面
積
は
2
～
3
㌃
、
法
面
の
高
さ
は
2

㍍
前
後
。
形
も
大
き
さ
も
揃
っ
て
い
る
の

が
こ
こ
の
棚
田
の
特
徴
で
あ
る
。

大
久
手
用
水
と
棚
田
の
歴
史

　

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
、
斜
面
に
拓
か

れ
て
い
る
棚
田
の
大
部
分
は
、
1
9
2
0

年
に
完
成
し
た
大
久
手
用
水
開
削
後
、
計

画
的
に
開
田
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
大
久

手
用
水
は
、
落
合
川
上
流
の
湯
舟
沢
川
、

標
高
4
5
0
㍍
地
点
の
味
噌
野
で
引
水
さ

れ
、
4
・
5
㌔
の
長
さ
が
あ
り
、
山
中
・

大
久
手
・
清
水
平
の
棚
田
を
灌
漑
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
久
手
の
棚
田
が

標
高
4
2
0
㍍
以
下
に
あ
る
の
も
理
解
で

き
る
。
江
戸
後
期
1
7
8
9
（
寛
政
元
）

年
に
出
版
さ
れ
た
「
中
山
道
筋
道
之
記
」

の
な
か
の
絵
図
で
は
、
落
合
川
左
岸
の
井

巾
用
水
掛
か
り
と
右
岸
の
明
沢
川
上
流
部

に
の
み
水
田
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

右
岸
側
は
、
大
久
手
用
水
が
開
削
さ
れ
る

ま
で
は
落
合
川
の
支
流
で
あ
る
明
沢
川
の

河
谷
に
湧
水
を
頼
り
に
し
た
小
規
模
の
水

田
が
み
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
も
し
ば

し
ば
干
害
を
蒙
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
右
岸
の
斜
面
一
面
に
棚
田
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
1
9
2
0

年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

集
落
の
集
会
所
近
く
、
道
路
際
に
法

面
の
高
さ
が
2
・
5
㍍
は
あ
る
土
坡
の

棚
田
が
数
枚
現
れ
る
。
法
面
に
は
草
刈

り
の
た
め
に
小
段
が
設
け
ら
れ
、
一
枚
が

5
㌃
前
後
の
広
さ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

1
9
8
0
～
1
9
8
9
年
に
行
わ
れ
た

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
棚
田

で
あ
る
。
地
区
の
水
田
28
・
2
㌶
の
う
ち
、

5
・
2
㌶
が
整
備
さ
れ
、
石
積
み
か
ら
土

坡
の
棚
田
に
か
わ
っ
た
そ
う
だ
。

地
域
の
拠
点「
田
舎
楽
園
」へ　

地
域
活
性
化
の
拠
点
に
な
っ
て
い
る
「
田

舎
楽
園
」
を
訪
ね
小
幡
保
金
さ
ん
に
会
っ

た
。
小
幡
さ
ん
は
70
歳
。
60
歳
の
定
年

ま
で
製
紙
会
社
に
勤
務
、
70
㌃
の
水
田

を
耕
作
し
て
き
た
兼
業
農
家
。
現
在
は

農
業
に
専
念
、
70
㌃
の
ほ
か
乗
用
の
大

型
機
械
を
所
有
し
な
い
4
戸
の
兼
業
農

家
の
水
田
38
㌃
も
引
き
受
け
耕
作
し
て

い
る
。
中
津
川
農
事
改
良
組
合
副
会
長

と
い
う
公
職
に
あ
る
た
め
、
昨
年
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
な
っ
た
「
田
舎
楽
園
」
の
代

表
者
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
事
務
所

に
常
駐
し
て
い
る
実
質
的
な
責
任
者
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

や
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
な
ど
の
地
区
代
表
も
務
め
る
集
落
の

長
老
で
あ
る
。

　

家
族
は
奥
さ
ん
73
歳
、
会
社
員
の
息
子

夫
婦
と
小
・
中
学
生
2
人
の
孫
と
同
居
。

奥
さ
ん
は
勿
論
の
こ
と
、
息
子
夫
婦
も
休

み
に
は
積
極
的
に
農
作
業
を
手
伝
う
そ

う
だ
。
自
作
地
70
㌃
の
水
田
は
、
整
備
前

は
1
枚
の
広
さ
が
0
・
6
㌃
、
1
1
4

枚
の
石
積
み
の
棚
田
で
あ
っ
た
が
、
整

備
後
1
枚
平
均
6
㌃
、
12
枚
の
土
坡
の

棚
田
に
か
わ
っ
た
。
小
作
地
38
㌃
の
水

田
は
9
枚
。
1
枚
の
広
さ
が
5
㌃
前
後
、

比
較
的
大
き
く
、
作
業
の
容
易
な
棚
田

で
あ
る
。
こ
れ
ら
水
田
の
命
綱
は
大
久

手
用
水
。
用
水
が
開
削
さ
れ
る
ま
で
は
、

湧
水
や
沢
水
に
依
存
し
て
い
た
た
め
し

ば
し
ば
旱
魃
の
被
害
に
あ
っ
た
。「
落
合

郷
土
誌
」
に
よ
れ
ば
、
日
照
り
が
続
く

と
、
山
中
の
医
王
寺
か
ら
鐘
を
借
り
出

し
、
明
沢
川
ま
で
下
ろ
し
て
川
の
水
で

鐘
を
洗
い
、
鷹
巣
山
の
頂
上
近
く
の
金

床
岩
ま
で
担
ぎ
上
げ
て
岩
の
上
に
据
え
、

雨
乞
い
祈
願
を
行
っ
た
と
い
う
。

　

大
久
手
用
水
が
開
削
さ
れ
て
か
ら
は
、

長
い
用
水
路
の
維
持
管
理
に
苦
労
し
た

よ
う
だ
。
水
路
は
昭
和
に
入
っ
て
3
面

コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
に
改
修
さ
れ
た

が
、
そ
れ
も
5
年
ご
と
に
修
理
を
必
要

と
し
、
5
回
の
大
改
修
が
な
さ
れ
た
後
、

2
0
0
5
年
に
7
億
円
を
投
じ
取
水
口

か
ら
山
中
の
医
王
寺
ま
で
直
径
70
㌢
の

ビ
ニ
ー
ル
管
に
か
え
ら
れ
た
。
地
元
の

山
中
・
大
久
手
・
清
水
平
の
農
家
95
戸
は
、

1
戸
当
た
り
10
万
円
の
ほ
か
、
10
㌃
当

た
り
6
万
円
を
負
担
。
非
農
家
も
雑
用

上：集落と棚田の遠景
中：活性化組織・田舎
楽園の建物。巨大なお
釜が見える
下：集落の長老・小幡
さんは、田舎楽園の実
質的な責任者
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水
や
防
火
用
水
と
し
て
利
用
す
る
と
い

う
名
目
で
1
戸
当
た
り
10
万
円
を
負
担

し
た
そ
う
だ
。

ク
リ
園
の
再
生
・
活
用
で

地
域
活
性
化
を
目
指
す

　

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
事
業
は
、
鷹

巣
山
の
標
高
5
1
0
～
6
3
0
㍍
に
あ

る
ク
リ
園
を
活
用
す
る
取
組
み
で
あ
る
。

鷹
巣
山
は
、
か
つ
て
尾
張
藩
の
鷹
狩
り
場

で
あ
り
、
山
に
は
1
間
ご
と
に
そ
の
範
囲

を
示
す
杭
が
打
た
れ
、
常
駐
す
る
藩
士

2
名
と
地
元
の
代
表
者
3
名
に
よ
り
厳

重
に
管
理
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
山
は
、

明
治
維
新
後
、
落
合
村
に
払
い
下
げ
ら

れ
共
有
地
に
、
中
津
川
市
に
合
併
後
は

市
有
地
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
大
久

手
の
農
家
7
戸
が
1
9
8
0
年
頃
14
㌶

の
ク
リ
園
を
ひ
ら
い
た
が
、
1
9
9
0

年
代
後
半
に
は
単
価
の
低
迷
と
集
落
か

ら
2
0
0
㍍
ほ
ど
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
通
耕
の
難
儀
さ
か
ら
放
棄
さ
れ
た
。

　

集
落
は
、
2
0
0
4
年
に
活
性
化
組

織
と
し
て
「
田
舎
楽
園
」
を
立
ち
上
げ
、

交
流
施
設
を
設
け
て
活
動
を
開
始
。
施

設
で
は
野
菜
類
の
直
売
の
ほ
か
、
集
落

の
女
性
た
ち
が
大
久
手
公
民
館
の
調
理

室
を
利
用
し
て
つ
く
る
オ
ヤ
キ
・
米
粉

の
カ
ラ
ス
ミ
・
ホ
オ
バ
す
し
・
ホ
オ
バ

も
ち
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
集
落
の
一
部
の
有
志
が
放
棄

さ
れ
た
ク
リ
園
の
整
備
に
着
手
、
そ
の

結
果
2
0
0
8
年
ま
で
に
3
㌶
の
ク
リ

園
を
復
園
し
た
。
こ
れ
を
都
市
住
民
と

の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
、
40
名
以
上
の
交
流
を
条
件

に
県
か
ら
提
供
さ
れ
た
90
万
円
の
助
成

金
を
資
金
に
し
て
、
自
然
散
策
と
ク
リ

大久手の棚田へのアクセス

拾
い
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。

　

組
織
は
、
2
0
0
9
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
な
り
、
理
事
長
に
は
集
落
の
兼
業

農
家
で
運
送
会
社
に
勤
め
る
嶋
崎
さ
ん

が
就
任
。
実
質
的
に
は
小
幡
さ
ん
と
集

落
出
身
の
市
会
議
員
可
知
さ
ん
が
責
任

者
に
な
り
、
国
か
ら
の
雇
用
創
出
の
助

成
金
を
え
て
3
年
間
の
期
限
つ
き
な
が

ら
4
名
の
専
任
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
。

　

小
幡
さ
ん
は
、
専
任
職
員
の
雇
用
を

継
続
さ
せ
る
た
め
に
事
業
の
拡
大
に
余

念
が
な
い
。
集
落
内
に
は
8
㌶
の
モ
モ

園
が
あ
る
が
、
樹
齢
30
年
の
老
木
が
多

い
。
経
営
的
に
は
樹
齢
20
年
で
更
新
す

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
現
在
で
は
収

量
が
減
り
面
積
も
半
減
、
将
来
的
に
は

1
㌶
に
縮
小
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
田
舎
楽
園
」
で
は
、
こ
れ
ら
を
引
き
取

り
、
原
料
確
保
の
た
め
モ
モ
の
選
果
所

を
買
収
し
て
進
出
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
ク
リ
菓
子
の
川
上
屋
と
提
携
、
モ
モ

園
か
ら
ク
リ
園
へ
の
転
換
を
計
画
し
て

い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
事
業
の
創
出

は
容
易
で
は
な
く
、
暇
を
み
つ
け
て
は

「
田
舎
楽
園
」
に
顔
を
だ
す
小
幡
さ
ん
の

苦
労
は
当
分
続
き
そ
う
で
あ
る
。

【公共交通】		JR中央本線「中津川駅」から北恵那
交通バス、馬籠行（大久手経由）で
大久手停留所下車。

【自家用車】		中央自動車道、中津川ICから中津川
バイパス/国道19号線で約25分。

上：高い土坡の中ほどに小段が見える
中：縮小方針のモモ園
下：急傾斜の棚田が上まで続く
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会員のみなさんの
ベストショット募集！！

みなさんが撮影した棚田や作業風景
の写真など、ベストショットをコメ
ント（70文字程度）を添えて編集部
まで送ってください。毎号、紹介さ
せていただきます！送り先は下記。

〒160-0023
東京都新宿区西新宿7-18-16
トーシンハイム704号
「棚田に吹く風　ベストショット」宛
メールでも受け付けています
⇨ hiroba@tanada.or.jp

二人仲良く
東京都練馬区　玉崎修平
（長野県上田市稲倉の棚田）



瀬
戸
内
の
My
棚
田
散
歩

　

私
の
住
む
山
口
県
東
部
の
瀬
戸
内
沿
岸
は
、
海
か
ら
す
ぐ
に
山
と
な
り
平
野

に
乏
し
い
地
形
で
す
。
そ
の
た
め
棚
田
は
到
る
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
自
宅
か
ら
山

沿
い
に
１
時
間
も
歩
け
ば
、
小
規
模
な
棚
田
の
10
か
所
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

平
地
の
水
田
は
江
戸
初
期
に
遠
浅
の
海
を
干
拓
し
て
出
来
た
も
の
で
す
。
実
家
や

小
・
中
・
高
校
も
全
部
4
0
0
年
前
に
干
拓
し
て
出
来
た
土
地
に
あ
り
ま
す
。
斜

面
を
切
り
開
い
た
棚
田
も
先
人
の
苦
労
の
賜
物
で
す
が
、
こ
う
し
た
干
拓
地
の
水

田
も
同
様
で
し
ょ
う
。

　

自
宅
近
く
の
棚
田
を
散
歩
す
る
こ
と
が
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
生
活
の
一
部
に

な
っ
て
い
ま
す
。
棚
田
を
見
下
ろ
す
地
点
に
立
つ
と
、
前
方
に
干
拓
地
も
見
え
ま

す
。
思
え
ば
、
何
百
年
も
か
け
て
人
が
自
然
に
働
き
か
け
て
作
っ
て
き
た
風
景
で

す
。
棚
田
は
近
年
放
棄
地
も
増
え
、
以
前
は
な
か
っ
た
猪
の
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
山
の
稜
線
に
は
風
力
発
電
の
巨
大
な
風
車
が
何
基
も
建
ち
ま
し
た
。
20
㌔

先
に
は
、
３
月
以
来
工
事
中
断
と
な
っ
た
新
規
原
発
建
設
予
定
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
、
故
郷
の
自
然
と
そ
こ
に
住
む
人
と
は
ど
う
向
き
合
い
関
わ
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。	

（
山
口
県
柳
井
市  
榎
本 

隆
明 

）

山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町

日ひ
な
た
び
ら

向
平
の
棚
田

日
本
の
棚
田
百
選
に
も
認
定
さ
れ
て
い

る
岐
阜
県
恵
那
市
の
坂
折
棚
田
。
こ
の

写
真
家
に
と
っ
て
坂
折
棚
田
を
題
材
と

し
た
写
真
集
は
２
作
目
に
な
る
。
前
作

は
い
わ
ゆ
る
「
風
景
写
真
集
」
だ
っ
た

が
、
本
作
は
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
田

植
え
や
稲
刈
り
の
様
子
な
ど
、
保
全
を

意
識
さ
せ
る
写
真
が
織
り
込
ま
れ
て
い

る
。
坂
折
棚
田
の
景
観
保
全
活
動
が

な
け
れ
ば
、
こ
の
写
真
集
は
誕
生
し
な

か
っ
た
。
美
し
い
棚
田
を
切
り
取
っ
た

芸
術
性
と
、
今
の
棚
田
や
棚
田
保
全
活

動
の
様
子
を
切
り
取
っ
た
記
録
性
を
併

せ
持
つ
写
真
集
。

鉄
道
運
転
士
・
滝
島
徹
、
59
歳
。
専
業
主
婦
と
し
て

彼
を
支
え
て
き
た
妻
・
佐
和
子
、
55
歳
。
徹
の
定
年

退
職
を
1
ヵ
月
後
に
控
え
、
佐
和
子
は
結
婚
を
機
に
辞

め
た
看
護
師
の
仕
事
を
再
開
す
る
と
宣
言
す
る
が
、
徹

は
妻
の
申
し
出
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
。
二
人
は
口

論
と
な
り
、
佐
和
子
は
家
を
飛
び
出
し
て
し
ま
う
。
舞

台
と
な
る
の
は
、
長
い
歴
史
を
誇
る
富
山
県
の
富
山
地

方
鉄
道
。
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
広
が
る
田

園
風
景
が
、
あ
ら
た
め
て
日
本
の
風
土
の
美
し
さ
を

伝
え
て
く
れ
る
。
人
生
を
鉄
道
に
な
ぞ
ら
え
て
描
く

「
R
A
I
L
W
A
Y
S
」
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
。

伊藤憲男　著／写真
2000円（税込）

岐阜新聞社

2011年4月

2011年／123分
配給：松竹
2011年12月3日
全国ロードショー
（11月19日富山先行公開）

公式HP
www.railways2.jp
©2011「RAILWAYS2」
製作委員会

坂
折
棚
田
物
語

R
A

ILW
A

Y
S

  

愛
を
伝
え
ら
れ
な
い
大
人
た
ち
へ

13
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　今年の夏は岩ノ作棚田でもたいへん暑い日々が続きましたが、水枯れもな
く、５月に田植えした稲は順調に育ち、実りの季節を迎えた９月１７日に稲刈
りを行いました。参加者は２８名。当日は澄みわたる秋晴れのもとで、小林
修一さんをはじめ地元農家の指導を受けながら、稲刈りとハサ架けに爽やか
な汗を流しました。トンボの打空産卵をはじめて見た人も多かったようです。
　田植えの時、実験的に行った１本植え、２本植え、３本植えの苗も順調に育ち、
それぞれが立派な稲株に成長しているのを目の当たりにして、改めて稲の成

長力に感心しました。それぞれの株に何本の穂が
稔り、ひとつの穂に何粒の米ができているでしょ
うか？　参加者全員が宿題としてサンプルを持ち
帰り、詳しく調査中です。集計すると、びっくり
するような結果になりそうです。宿題を終えた人
には、岩ノ作棚田の新米１㎏がプレゼントされま
す。まだ終えていない人は頑張って！	（安井		一臣）

　ちょっと肌寒い曇り空の中、棚田ビオトープの稲刈りをしました。９月
26日（月）、岐阜県立国際園芸アカデミーの学生など４名が参加。午後は畦
畔と石垣の草取りをしました。

　棚田ビオトープに日干しレンガで作った環境アート作品が９月19
日に完成しました。タイトルは「遷移」（棚田に生きものをよぶ装
置）で、園芸アカデミーの学生や教員によるもの。８月22日から
25日まで坂折棚田の土、水、藁で日干しレンガをつくり、約３週間、
天日で干した後、９月17日から19日にかけ積み上げました。高さ
150cm、直径90cmの円筒形に積み上げられた日干しレンガの作
品は、棚田ビオトープの中央にある大きな岩と、それにかかった橋
の上に設置されています。この作品は時間とともに日干しレンガが
崩れ、それから植物が生える姿を鑑賞する、自然に還る現代アート
です。なお、設置期間は来年２月末までを予定しています。
	 （相田		明）

岩ノ作棚田で稲刈り

稲刈りと環境アート

秋晴れのもと気持ちのよい稲刈りでした 最後にみんなで集合写真

Project Report
プロジェクトレポート
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今年の「棚田フェスティバル」準備進行中！

　11月19日(土)午後、東京・水道橋。会場と日程が決まり、企画の大枠も決まって、棚フェス準備が
急ピッチで進行中です。これまでより少し狭い会場なので、こぢんまりした印象になるかもしれません
が、その分コンパクトで中身のギュッと詰まったものにしたいと思っています。
　前号で「二部構成」と書きましたが、やはり例年同様に全体を一つの流れで進めることになりました。
メインテーマは「棚田米」。試食用の小さなおむすびを提供する「おむすび合戦」に、６団体がエント
リーしています。形、具、ネーミング‥‥どんな趣向を凝らしたおむすびが登場するでしょうか。また、お米を原
料にしたいろいろな商品もご紹介する予定。会員の方には来場特典もあります。そして、「災害と棚田」のコーナー。
もともと棚田は地辷り地帯の土地利用として作られてきた経緯があり、山津波などで壊滅的な被害を受けた歴史を
持つところも多いのです。東日本大震災の翌朝に起きた「長野県北部地震」についての展示や報告などを準備中です。
　今年は全ての団体が自費参加です。その心意気に応えるためにも、ぜひ各地の「棚田のまもりびと」に会いに来
てください！



〒 160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム 704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp
郵便振替口座：00100-7-151565

編
集
部
か
ら

　
み
な
さ
ん
も
今
年
の
稲
刈
り

が
終
わ
っ
た
頃
で
す
ね
。
棚
田

ネ
ッ
ト
で
も
、
9
月
17
日
に
茂
木

町
で
稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ぁ
な
ん
と
い
う
か
、
今

年
の
稲
刈
り
は
感
慨
深
い
と
い

う
か
、
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
か
。

3
・
11
以
降
、
世
界
は
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
落
ち
着
か
な
い
気

持
ち
の
中
で
、
ひ
っ
そ
り
と
広
が

る
棚
田
に
、
静
か
に
、
そ
し
て
悠

然
と
実
る
稲
た
ち
を
眺
め
る
と
、

な
ん
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
震

災
被
害
や
放
射
能
汚
染
で
作
付

け
出
来
な
か
っ
た
お
米
農
家
さ
ん

が
、
豊
か
に
実
る
稲
を
見
ら
れ
な

い
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
悲
し
い
気

持
ち
に
な
る
の
か
…
。
私
た
ち
日

本
人
は
、
や
は
り
こ
の
黄
金
色
の

稲
を
見
て
豊
か
で
平
和
な
気
持

ち
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
何
を
優

先
す
べ
き
か
。
そ
の
答
え
を
棚
田

に
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
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［今月の表紙］9月17日に行われた栃木県茂木町岩ノ作の棚田での稲刈り体験の一場面。バインダーによる刈り取りデモンストレーション。

法人会員紹介 ： NPO法人明日香の未来を創る会 


